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Reliability of a modified algorithm to assess dysphagia 
after oropharyngeal cancer surgery






















えることとなる（García-Peris, Parón, Velasco, 2007）．
これらの障害は，患者のQOL（Quality of Life）に与え
る影響が大きい（García-Peris, et al, 2007, Hammerlid, 
Wirblad, Sandin, 1998, Netscher, Meade, Goodman, 













（videofluoroscopic examination of swallowing: VF）が
実施可能となり，摂食嚥下障害や誤嚥の有無が明らかに











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B 口唇閉鎖不全 0 1.00















































































（n＝10） 口唇閉鎖不全 4 「パ」を連続発声する 0 0.0
C







注 4： （b/a）×100 は，VF結果に問題のあった患者（a）に対して身体診査を選定した看護師の割合を示す
注 5：「鼻咽腔閉鎖不全」があった患者数は 0のため，身体診査を選定した看護師の割合は算出しなかった













































































　 な お， 本 研 究 は 平 成27 ～ 30年 度JPSP科 研 費
JP15K20712の助成を受けて実施した．
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